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び
、ア
メ
リ
カ
科
学
振
興
協
会
にお
け

る日
本
の
科
学
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
参
加
の
た
め
、
米
国
へ
、
銘
・21
乞

24
5
39
・1
・2
▽
山
下
考
介
(教

養部
教
授
)
小
変
お
よ
び
大
麦
の
細胞

遺
伝
学
的
研
究
な
ら
び
に
、
米
国科
学

振
興
会
の
日
本
の
科
学
に
闘
ず
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
の
た
め
米
国
、
カナ

ダ
へ.
38
・12
・24
～
39
・1
・7

▽棋
木
鵜
一
(工
教
授
)
自
勤
制
御
の

研
究
劇
査
な
ら
び
に
A
A
A
S
主
催
「

日
本
の
科
学
に
悶
す
る
ジ
ン
ポ
ジ
ウム

」
出
席
の
た
め
米
国
へ
、
38
・12
・14

～39
・1
・7

▽
前
田
憲
一
(工
教

授
)
電
眺
層
に
関
す
る
研
究
鯛
査お
よ

AA
A
8
車
屑
「日
年り
糾
寧
に
関

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
の
た
め

米
国
へ、
38
・皿
・24
5
38
・12
・31

▽
▽
▽
▽
▽

対
鎌
容
員
会
は
学
畏
と
会見
◇
十
四
日
学
耶
長
会

試

験

潔

イ

コ

ッ
ト
威

ら
ず

議
が
「器
宿
會
規
定
敢正
案」
を
承
認
し
、
寮
規

△
△
△
△
△
定
改
正
を
さ
れ
る
◇十
六日
府
学
蔑
第
二
波
統
一

[励
蓬

難
蕎
薦
魏
鶉
繋
鑓
議
醸
皆

め
、岡
召
付
け
で
発
足
さ
せ
た
◇
「アフ
リ
カ
研

函
詣
甲
に
統
一さ
れ
る
◇十
七日
教
楼部
教
授
会

究
会
(K
U
A
R
A
)
」
が
発
足
◇
十
六日
"試

「教
蟹
部
長
選
出
規
定
」
登
発喪
.
痕
大
ポ
ポ
ロ

験
ボ
イ
諏
ット
6
闘
争
の
端緒
を切
り開
く
◇
二
座
事
件
の
上
告
讐
判
択
公判
で
、最
高
裁
は
一暫

十
騨日
入
学
願
樽
の
受
付
け
始
ま
る
。
教
養耶
九

二審
の
判
決
を
破
棄
、
鶉
判
の
や
り
直
レ
を
命

ク
ラス
甑
験
ボ
イ
コ
ッ
ト
。
◇
二十
二
B
教膳
蔀

ず
。
;
十
三
日
岡
学
会
は蘭
日
のポ
ポ
ロ
判
決
に

の秦

イ
コ
ソト
の
た
め
の
賛
否
投
票
開始
さ

対
し
て
、
堅
急
の
以
大
渠
会
を開
き
、
ギ
人
が
集

れ
る◇
二十
四
日
平
沢
学
長
、
学
生
と
の話
し合

ま
る
。
そ
の
後
蝦
都
地
方裁
判
所
に
ヂ
モ
◇
二
十

い
で
「羅
菅
制
」
に
反
対
の
旨
の
発
書
.緊
急
、
八日
昭
和
三
十
六
年
「政
暴法
反
対
闘
扇
」
で
達

代
麟
員大
会
で
投
票
中
止
が
決
議
◇
二十
六臼
七

捕
、
起
訴
さ
れ
た
茂
田
一義君
(教
二)
は
懲
役

大
学
の学
長
認
証
宮
制
、
大
学
運
営
協
議
会
歳
置

三
ヵ月
、
執
行
猫
予
一年
の判
決
を
聾
け
る
◇
法

反
対
の
全
駁
大
統
一集
会
が
行
わ
れ
、
教
獲部
は

学
部
で
ゼ
ミ
延
長
還動
が
拡
がる
◇
二
十
九
B
昨

ス
遇
嘉
◇
二
+
昔
京
杢
教
茎
国
義

隼

百
遭
難
し
た
鐸

君
(工
二)
の
遺
体

学
及会
が
開
か
れ
、
四
年
鯛
獲
得
の
改
蒼
違動
を
発
見
さ
る
◇
三
十
占
日
全
悩掌
生
統
一行
勤
日
に

す
る
こと
塑
蔭
さ
れ
た
◇
三
吉

入
議

璽

五
霧

が舎

ス
ト
で
響

上
り
、璽

藁

会

付
け
終
る
.
倍
耶
は
教
育
掌
耶
の
七
悩
が爵
高で

に
三千
人
集
ま
る
。
デ
モ
で京
大
生
七
人
検
挙
さ

全
憲獲
餐
叛
は
減
る
.

れ
る
.

▽
》
▽
▽
▽

▽
▽
▽
▽
▽

粟

繭

ア

蔚

渣

動

響

開

飴

冑

嶺

会

婁

員
畏

迄
八
木

君

△
ム
ム
ム
ム

ム
ム
ム
ム
ム

◇
十
九
日
康
潮
ア
研第
一回
蟹
理

翻

蝦
難
顯
鷲關
門謝

藷
難
霞
畿

研
所
長
、
所
長
に
奥
田
策
跡
学
郡
長
Ω則セ
ン
タ

董
設
立
準
傭
委
員
畏
)
が
決
定
し
、
本
格的
活
鋤

を
尉
始
す
る
◇
二
十
四
日
京
大
病
院皮
膚
泌
尿
科

鋳
禽
一鰭
か
ら
失
火
◇
二
十
五
日
業
規定
改
定
閥

題
に
幽
し
、
禽
生
大
会
に
お
い
て
、
学生
部
奮
員

会
の
・「幾
輝
改
正
案
」
を
条
件
つ
き
で承
認

◇
雪百
入
学
紋
験
始
まる
。
t
五

圏

日書

決釜

入
蕪

ま

る
.5
丑日
競
争
率
二
・四
層
◇
十
一日
WU
S

.
A冒
本
懲
生
鞭
忙
団
)
新
入
生
相
談所
を設
量
◇

圭

⊥
倉
医
叢
褻

糞

拭
至
饗
零

七
鰯
?
†セ
日
包
十
八
年
度
入
猷
合
格者
発
麗
飴

ま
る
.
慶
人
復
活
が
臼
立
っ
◇
二十
一臼
金
掌
郡

食
幡
瀞
量
衰
終
わ
り
、
二
、
一七
一人
の新
禦
天

雄
灘
箋

閣十
識
日
三
十
七
年
度
卒
叢
式行
わ
れ

易
噂
◇
囎工
τ七
9
麟
賑
ボ
イ
コ
ツト
に
蘭
し
て
大

唖

也
君
(茎

)

(濯
二)
に
六
ケ
月
の

儲
壕
血
石
団
き
れ
ろ
◇
嗣手
八
日
K
U
AE
A調

露
お
蓬

僕
定

》
▽
▽
》
▽

欝
学
遮
費
負
長
に
高
瀕
奮

△
△
△
△
△

◇
[白
教螢
部
が
「郡
」と
し
て

圃
創
度
化
され
、
田
漂
雰
一敦
授

(物
源
掌
)
が
団
甚代
理と
な
る
◇
十
日
昨
年
十

一月
一田
の
ヂ
モ
で
還
捕
、起
訴
さ
れ
た
演
田
祐

噺
一叡盟荘
(法
四
)
ら
五
人
の第
一回
公
判
が
隔
か

る
◇
十
}日
鼠
十
八
年
度
入学
式行
わ
れ
る
。
岡

学
会
、
教
撰
鄙
自
治
会
の臨
時
役
員
が
決
竃
。
岡

学
禽
繋員
憂
八
木
健
彦君
(文
三)
副
委
員
長
畜

閉
篤
塗
禰
Q
四三)
書
記
長
茂
田
一繕
君
(敦

一咽)
教
薯
昂
自治
6萎
員
長
八
木
俊
樹
君
(経

二
)
翻
奮
澱
長
冒
蟷津
二君
(法
二
)
書
記
長
竹

内
賜
輌君
宝
二
)◇
職員
親
合
今
笙
霞
役
員
決
定

奮
舞

塗
蔀
駿
授
◇士
ハ日
轟

塵
濠

整
葦

入
嚢
え
、
蓄
喪
袋

に
高
激
暴
司君
(理
冒ワ
.
体
胃
会
予
算
決
定
.

総
頓
三
五
二万
六千
円
◇
+
八
日
生
協
コ
円
玉

な
る
安
く
な
るr
を
開
始
◇
二
古

窟
大
イ
ラ
ン

ア
フ
ガ
高
スタ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
第
三
次
溺
査隊

の
報
告
会
行
りる
◇
二
+
冒百
評
議
会
で
「闘

囲攣

炉
」
の所
長
に
木
村
毅
一理
学
部教
授
の

就
任
偽
疋
.岡
会
で
「数
理
解
析研
究
所
」の
所

憂
に
福
原欄
州
雄
軍
天
理
学
都
教
授を
任
命
倉
.一

十
六日
府
学
遮
第
蝋蟄税
一行
助
が
「6
緯
会
談

反
対
」
「置
法
改
懸
反
対
」
巻か
か
げ
て
行
わ
れ

集
会
に
七
百
人
集
ま
る
◇
三十
七
蕉
度
ア
ル
バ
イ

ト
総
決
算
出
さ
れ
る
.
収
益高
は
四
千
八
百
五
十

三万
円

▽
▽
▽
▽
▽

ボ

ボ

ロ

呪…
・…
・…
一
◇
一日
、メ
ー
ヂ
・↓
馬京
大
か
ら

再編迫られる学生運動

 

寒
載疫
(圖
吏
学
)
を
選
出
、
教
養
部
に
ゼミ
ナ

布
決
這
◇十
五日
第
[回
大
学
制
度
委
景
会
で
委

。

員
長
に足
利
惇
氏
文
学
部
長
選
出
さ
れ
る
◇
二
十

日
漕
田
祐
一郎
前
府
学
連
委
員
長
六
・
一五
神
戸

デ
モ
で
市条
例
違
反
響
疑
で
逮
捕
さ
る

▽
▽
▽
▽
▽

広

畠

で
反

載

集

会
開

か
る

△
ム
ム
ム
ム

出謝
川甲舘
鞘
騨
難
鰐

働
会
館
で五
百
人
を
集
め
て
行
な
わ
れ
る
◇
占臼
H

広
島
市
甲
ヂ
モで
高
瀬
泰
司
君
(理
三
)
ら
逮
捕

さ
る
◇
十
九日
職
組
、
大
学
制
度
委
第
一小
委
員

会
に
学
長
選挙
権
拡
大
間
題
に
関
す
る
要
望
欝
を

手
渡
す
◇
湯川
秀
樹
基
物
研
教
授
を
中
心
に
「財

団
法
人
創遣
性
研
究
所
」
設
立
を
計
画
◇
二
十
七

日
生協
地
下
譲
買
部
は
宛
場
配
置
を
変
え
、
ス
ー

パ
ー
マ
ーケ
ソト
風
に
す
る

▽
▽
▽
▽
▽

府

学

遷

市
●

会

に

デ
モ
る

ム
ム
ム
ム
ム

灘
働
験
能
綴
鐸
擁
編

役
員
、
新
人
事を
決
定
、
統
一派
は
ボ
イ
コ
ソト

◇
三
十
八
年司
法
試
験
に
京
大
か
ら
合
格
者
二十

八
人
◇
工ー
ル
大
学
か
ら
、
人
聞
に
関
係
の
あ
る

世
界
の
文
献を
網
羅
し
た
フ
ァ
イ
ル
が
京
大
に
来

る
ζ
と
にな
る.
京
大
人
文
科
研
所
長
に
森
鹿
三

教
授
(地
理学
)
を
選
出
◇
入
試
委
員
会
で
来
年

か
ら
不
台
格者
を
発
衷
し
な
い
こ
と
を
決
め
る
◇

十
}臼
十
一月祭
準
備
委
員
会
結
成
さ
る
。
委
員

畏
に
上
野
昭史
君
(文
二
)
◇
十
七
日
第
二
回
大

学
制
度委
員
会
総
会
行
な
わ
れ
る
◇
十
八
日
「
第

二
次
ア
フリ
カ
類
人
猿
学
術
調
査
会
」
の
今
西
錦

司
人
文
科研
教
授
帰
国
.
国
家
公
務
員
ま
級
試
験

合
格
看
の発
衰
が
あ
か
、
京
大
か
ら
九
九
人
の
合

格
者
◇
二十
二日
閣
議
で
本
年
展
文
化
功
労
者
に

ノ

梅
原
末
治
京大
名
誉
教
授
選
ば
れ
る
◇
二
十
三
日

8市
電
・市バ
ス還
賃
値
1
げ
反
対
4
の
府
学
連

統
一行
動
は
市
役所
に
求
心
デ
モ
。
統
一派
は
完

全
に
別
行
動
を
とる
。
昨
年
の
十
一
・
一闘
争
の

公
判
が
京
都地
裁
で
開
か
れ
検
祭
鮒
は
ワ共
同
謀

議
躍
を
主
彊
◇
三十
日
府
学
運
学
生
双
都
甲議
会

場
に
〃乱
入島
.
教
嶺
部
前
期
試
験
始
ま
る

田
劇
籠
韓
繭
鮪催
鞭

噛
む
とき
は
誉
葉
を
考
え
る
な
」
に
決
定
す
る
◇

十
董
日第
二波
府
学
連
統
一行
財
に
京
大
よ
り
二

百
人参
加
◇
秋
の
京
滋
大
学
」
ー
ク
戦
に
京大
初

の完
全
優
勝
◇
教
猶
部
に
補
導
尊
任教
冨
設
彪さ

れ
喝◇
十
一月
祭
前
夜
祭
は
吉
田
グ
ラ
ウ
ンド
の

使
用
認
め
ら
れ
る
◇
二
十
六
日
教
養蔀
ゼ
ミナ
ー

ルは
二分
野
増
え
総
計
十
と
なる

▽
▽
▽
▽
▽

獅

学

喪

に

爽

田

数

授

△
△
△
△
△

十
一ゴ月
十
一日
か
ら
三
十
九
年
度京
大

学
生
募
集
異
瑛
と
入
学願
欝
の
交
付
が

始
ま
る
。
募
築
人
員
は
二千
菅
噸牟
五

人
であ
る
が
理
学
部
あ
る
い
は
工
学鶏

で
定員
が
増
加
さ
れ
る場
含に
は上
記

の
募集
人
員
は
変
更
さ
れ
る
℃
各
学
邨

別
の内
訳
は
、
文
学
部
二
百
人
、
教
胃

学部
五
十
人
、浅
学
鄙
二
百
七
十
人
、

経
済学
部
二
百
二
十
人
、
瑚
学
部
二百

三十
人
、
医
学
耶
八
十
人
、
薬
学
部
八

十
人
、工
学
耶
八
百
二
十
五
人
、
農
学

部
内
の
学
科
内
釈
は
、
農
学
糾
三十

人
、
林
学
科
三
十
三
人
、
農
芸
化
学
科

四
十
人
農
林
生
物
学
科
十
五
人
、
農
簾

工
学
科
三
十
四
人
、
農
業
経
済
学
科
三

十
五
人
水
匿
学
科
二
十
三
人
で
あ
る
.

P

9.00卿11.30 1.00～3.30
一
3月3日(火)

一
国 語数 学～

外国語～3月4,日(水) 社 会

8月5日(木) 理 科
7

(試験日および需間割)

な
は
だ
し
い
者
は
医
・薬
掌
部
では
不

合
格
と
な
る
.
翫
験
科
目
ぽ
次
の
通
り

で
国
語
だ
け
が
厨
年
と
違
って
い
る
.

国
語

国
籍
(甲
)

歓
学

科
目
に
細
分
せ
ず
、
範囲
は

数
学
皿
ま
で
で
、
順
列
、
組
合
せ
、確

準
、
統
刮
を
除
く
。
た
だ
し
、
文
科
暴

は
問
題
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て数

口
まで
の
鱗
囲
内
で
も
解
答
で
き
る
よ

う
に
出
題
さ
れ
る
。

社
会
・社
会
・人
文
地
坦
・世
界更
・

日
本
更
の
四
科
目
の
う
ち
か
ら
二
科
目

を
選
択
す
る
.

一壬
斐

の
嚢
で
例
年
嘉
。
て
配
送
の書

農

裂
で
に
響
の
諾

亭
壽

ド゚
イ
ッ
語
ラ
ラ
ン

い
る
の
は
、
工
学
耶
で
新
し
く
+禾
系

ζと
と
な
って
い
る
.

ズ
語
の
う
ち
か
ら
・
一か
国
舘
劇
選
択

学
料が
出
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
工
学

部
は
含
格
発
衰
後
で
一括
募
集
レ
た
学

生
を
各
系
專
門
掌
科
に
分
属ず
る
.ま

た
文
・理
・経
・薬
の
各
学
部
で
は入

入
掌
者
選
鍛
ヵ
法
は
学
力
試
験
と
健康

診
蟹

墨
轡
を
資
料
と
し
暢答
し
て

行
う
こ
と
に
な
って
い
る
.
掌
力
試験

の笑
瑚
期
日
は
一一再
三
日
・四日
・五

す
る
。

珊科
・物
理
・化
学
・生
物
・地
学
の

四
科
目
の
う
ち
か
ら
、
二
科
目
を選
択

す
る
.
藁
学
部
を
志
願
す
る
人
は
.再

願
書
締
切
り
は
二
月
十
日

土
木
系
学
科
新
設
さ
る

都
二酉
叶
人
と
な
ワて
い
る
・
次に
工

学
耶
内
の
学
料
内
駅
は
、
土
木
系
学科

百
二十
五
人
(土
木
工
学
科
六十
人
、

衛
生
工
学
科
二
十
五
人
へ交
通土
木
工

学
科
四
十
人
)
、
機
械
系学
科
百
二
十

人
(機
械
エ
憲

四十
人
、糟
密
工
学

科
四
十
人
、
桟
械
エ
学
第
二学
科
四
十

人
)
電
気
系
学
科
百
三十
五
人
(電
気

工
学
科
五
十
人
、
鷺
子
工学
科
三
十
五

げ

人
、
電
気
工
学
第
二
学科
五
十
人
)
金

嗣
系
学
科
八
十
人
(冶金
学
科
四
十
人

金
嵐
加
工
学
科
四十
人
)
鉱
山
学
科
三

十
五
人
ハ
工
業
化
学科
五
十
人
、
建
簗

学
科
五
十
人
、
燃料
化
学科
三
十
人
、

化
学
工
掌
科
四十
人
、高
分
子
化
学
科

四
十
人
、
航
空
工
学科
二十
人
、
原
子

核
工
学
科
二十
人
、数
理
工
学
科
四
・↑

人
、
合
成
化
学
科
四十
人
、
ま
た
農
学

掌
後
一定
年
月
の
後
に
募
門
学科
に
分

胴
さ
れ
る
。

願
欝
堂
醤埋
の
期
聞
は今
年
より
十
日

遅
く
罵
十
九
年
二
月
一日
(土
)
か
ら

二
月
士
目
(月
)
の
午後
五時
ま
で
で

日
で
時
聞
割
も
例
年
通
り
であ
る
.
(

衰
参
照
)
な
お
五
日
の午
後
、
健
康
診

断
が
あ
る
.
結
核
、ト
ラ
コ
ー
マ
、そ
の

他
の
窟
症
書
は
不
合
栖と
な
る
。
ま
た

色
盲
、画
度
の
色
弱
者
、視
力
障
轡
の
は

7

属
の
う
ち
一科
目
は
、
必
ず化
学
を
遊

択
す
る
.
工
学
部
志
届
者
は必
ず
物

翼
・化
学
を
選
択
す
る
一

浅

霧

寧

項

一、
出
願
醤
類
な
ど
の
郵送
を髭
鰯す

る
と
き
は
受
信
場
所
お
よ
び
受
信
者氏

名
を
明
湿
し
十
円
(
工
学
部
の
出
願
欝

顛
を
希
望
す
る
場
会
は
二
十
円
)切
手

は
に
った
標
準
封
筒
角
五
(
一四
二
ぢ

×
二
〇
五
光
)
を
同
簡
し
、
志願
す
る

掌
部
事
務
筆
ま
た
は
学
王
課
事務
里
に

「願
醤
謂
求
」
と
朱
省
し
て
申
し
こ
む

ご
と
.

一一、
届
け
出
た
受
験
科
目
の
うち
外
国

舘
は
受
験
の
際
変
更
で
き
な
い
。

幻uし一 ～ 柵

○
○

三
、工
学
部
志
願
番
は
入
掌
願
書
に
、

第
一お
よ
び
第
二
志
望
の
専
門
学
科
ま

た
は
系
学
科
を
明
記
す
る
'
農
学
部志

願
者
は
、
入
学
顧
登
に
奪
門学
科
の志

望
順
位
を
、
七
学
科
全
部
に
つ
い
て明

記
す
舜

擦
纒
鐘

十
一日
(木
)で
各
学
部
の
轡
郡場
に
}

嚢

され
同
時
に
本
人
に
も
難

さ
れ

【

る
の墾

蕪
蟹
墾

人
員
計百
二十
人
、
内
駅
は
電
気
工
学

科
四十
人
、
工
業
科
学
科
四
十
人
、陣工

木
工
学科
四
十
人
で
鰐
年
遺
り
で
あ
る

願
轡受
理
期
聞
は
来
年
二
月
十
一日
か

D

ら
二十
日
午
援
五
縛
ま
好
.

出願
手
続
の
轡
嬢
そ
の
他
は
京
大
と
ほ

ぽ
同じ
で
あ
る
.

試験
ぼ
三月
二
十
二
日
と
二
十
四
日
の

両日
、宰
治
市
五
ケ
庄
京
大
工
業
教
員

養成
所
内
で
、
数
学
、
外
陽
語
、獲
科

の
試験
が
あ
ろ
.

嚢

躍
整
擾
癸
と
岡
堂
囲

で
、外
国
酷
拡
英
踊
の
み
、
理科
は物

翠
花
学

合
嚢

衷
は
留
召
冒
に
行
り
れる
.

';◇入輸 書

'φ 所定φ用紙に入学願書・希藏学部
:・ 軸 科目その他の必要事項を紀
:入 す葛.

{雛 巖難 磐校長
◇系学検馴1500円
◇画暇齢断書

薙
の用紙に保健所、國。公立の
・診療所または出身掌校医が

証壌したもの.ま たその際に必ず
.出 嵐3か月以内に撮彰した脚部工

ヲク文線聞擬写翼フイルム1枚を
;1健 康診断書用紙に添何してあるポ゜:リ

エチレン袋に封入すること●
◇翼零2穣 り' 襲
名剃型半身脱帽正面向きで出願6
ヵ月以内に単身で撮影したものを
入学膿禰付属用紙の所定の場所に
のりづけする.

◇封簡1枚
規格長型四(84%×205%)に 受儒
場所および受身者名を明紀し、50
円切手をはる。(受験票送付用)

◇蜜製はがき1枚
受身場所および受身者名を明記ず
る.(顧欝受理通知用)ただし本人
で颪接学部窓ロへ出願する場合は,:
不必要。;

以上の轡類その他をまとめて出身学
校長を通じて、あるいは本人が志願
する学耶こ郵送または学部の事務窓
口に直接提出する.

 

マ
ル
覆
さ
る
◇
†日
敦
叢
冠
暑館
奮
用
し

飴
め
る◇
十
三
ー
三
日
載
螢
部
自
治
会
正剛
賓
員

長
偏
学
暮代
麟
負
選
麟
が
行
堰
わ
れ
る
。教
藤
部

委
員
長
に
八
木
俊
樹
君
Ω
懇
幽)
型
繋員
憂
に
古

川康
爽
題
(文
噌)
◇
十
喜
口神戸
で
の関
西
学

生
想淡
起
集
会
に
四
干
人
の
学
蟻
集ま
る
.
◇
二

十
五
日
卸核
潅
臓
窃
泌
阻
止
翼
9ポ
ポ
ロ判
決
粉

砕
F
の
全
国
学
生
統
一行
助
日
に墓
禰で
二
干
人

集
ま
る
◇
京
大
三
十
八
年
度
予鼻
割
り
当
て
終
る

総
額
四
十
三
憶
円
で
昨
年
よ
り
三割
増
◇
二
十

七
臼
第
五
期
第
一回教
養
部
自
治
委
員
会
開
か

れ
、
新
執
行
部決
ま
る
◇
二
十
八
日
第
八
期
第
一

園
同
学
会
代
議員
会
が
開
か
れ
、
新
執
行
部
決
ま

る
.
委
員
長
に
八木
嬢
彦
君
(文
三
)
副
委
員
畏

に
宮
地
洋
二君
(法
二)
、
西
部
構
内
で
京
大
赤

十
字
学
生秦
什
団
が
中
心
に
献
血
行
わ
れ
る
.第

十
嗣圃
対
環大
定
期
戦
始
ま
る
.

灘
職
筋
鋸
藁

状瀦
藤

月
二
十五
日
か
ら
平
沢
学
長
環
爾
ア
研
究
協力
要

芽
済
㎞鶉
蕪
華
矯

ト
、
デ
モ
に
午
二
百
人
参加
、
統
一派
は
完
全
に

別
行
動
.
職
組
、
学
長選
間
題
に
関
し
二
回
目
の

虜

を
響

命

団
「製
選

分裂
し
「劇
巴

発
足
す
◇
十
四目
イ
ン
タ
ー
ン
制
に
反
対
し
て
医

岸
遣
が
白
衣
デ
モ◇
十
七
目
第
一ヒ
代
掌
長
を
決

め
る
学
長選
挙が
行
わ
れ
、
奥
田
菓
教
僕
(農
掌

部
長
)
選
出
さ
る.
◇
十
九
日
京
都
地
方
穣
察
庁

は
九
.三
〇
の市
会
乱
入
で
逮
捕
さ
れ
た
塩
見孝

也
書
(文
二)
を
正
式
に
起
訴
す
る
◇
二十
日
十

一月祭
前
夜
祭
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
ム
ニ十
一ー

二十
五
日
十
一月
祭
挙
行
さ
る
◇
二十
三日
周
学

会
三井
三川
鉱
の
爆
発
礎
敢
に
三
万円
の
カ
ン
パ

を魑
け
る
◇
二
十
八
日
芸
術
員
会
員
に吉
川
幸
次

廊
文
学
部
教
授
選
出
さ
る
◇
関
西
六大
学
り
ー
グ

戦
蝋猷
で
サ
ソカ
⊥
耶
、
勇グ
ビ
ー
邸
三位
と
な

る
.

最
近
「教
養部
」が
新
し
く
制
辰
化
さ
れ
る動
き
が
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
全
国的
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
各
大

学
で
は
教
養部
問
題
に
対
す
る
取
り
組
みに
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
学
生
の
立場
で
皐
く
か
ら
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る京
大
W
U
S
の
ア
ン
ケ
ート
を
も
と
に
京
大
に
お
け
る
教
養
部を
見
て
み
た
.
(編
集
部
)

一圃

勉
整
耀
舳耀
鍵

整
傭
と
制度
への
定
萄
は
、
文
郎
省
の

全
国的
図
一化
-
教
養
部
の
自
治
を
認

めず
、学
長
巻
中
心
と
す
る
管
遡
機
閲

に
従
属
さ
ぜ
よ
う
と
す
る
も
の
ー
の
着

た々
る
工
作
を
先
頭
に
現
在
、
各
大
学

労
局
で
"教
擬
部
問
題
`
が
検
酎
され

て
い
る
.

京
大
で
は
、
こ
れ
に
さ
き
だ
ち
、本

年
度
始
め
、
数
籍
過
糧
が従
来
の
変
則

的
な
吉
田
分
校
と
い
う
地
位
から
、
教

養
,部
`
に
独
立
し
た
の
をき
っか
け

と
し
て
他
掌
部
に見
ら
れる
橡
な
、
自

治
の
方
向
を
取
り
始め
た
.
本
卑
五
月

に
お
こ
な
わ
れ
た
教讃
部
長
選
も
、
専

任
舗
師
を
含
め
た
広
い教
轡
に
ょ
って

第
一次選
考
をお
こな
い
、
つい
で
教

養
部
教
授会
によ
る
鮫
終
選
考
と
,分

校
6
当
時
(学
長
が
僕
補
雷
を
選
び
吉

田
分
校教
授
会
が
景
認
す
る
形
)
と
く

ら
べ
ると
画
期
的
な
自
治
と
民
主
化
の

方
向を
た
ど
って
来
て
い
る
。

し
かし
こ
の
様
な
方
向
は
、
文
部
省

の
憲図
に
全
く
逆
行
す
る
も
の
で
、
ま

だ制
反と
し
て
検
酎
中
の
未
処
瑚
の
部

分
鷺
疋が
か
り
し
て
、
文
部
岱
の
中
央

纂
櫨
的
大
学
管
瑚
の
方
向
へ
の
圧
力
が

日
ま
し
に
強
ま
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る

方に
つい
て
は
、
現
在
入
掌
時
す
で

に学
部
別
に
分
れ
て
い
る
が
、こ
れ

に対
し
て
【1
回
生
39
%
、皿
回
生
菊

%
、皿
配
回
生
38
%
】
…
(以
下
ア
ラ

ビ
ア
数
字
は
掌
年
、
算
用
数字
は
%
を

判
決
。
争
高
譜

馨

雛
鞭

講

罎

+
二月
薪

離
鋸
難

議
.第
馨

餐

葦

箋
妻
當
◇
肇
行
な
わ
る
♀
吾
第
+
七
代
学
畏
に
雷

竃

羅

二
更
嘉
◇
言
学
蚕
叢

'沓
評議
会
で
零
部
に
暴
研
羅
設
の藍

礒
嚢
葎
◇
二+
}嘗
冬期
篠
始
ま
る

1
σ
、
豊

】
で
あ
る
.
す
な

で
なく
又
、
補導
教冒
の
数
を
増
す
と

わ
ち
、
形
式
酎な
面
に
闘
し
は
、
現
状

い
う
よ
うな
方
法
に
よ
る
の
で
は
な
く

を
け
　りす
る
　ま
のガ
が
へ
そ
う
で
な

　
　
と
　　
と
の
ま
ゆ
と
い
う
こ
と

懸
繍

定
で薯

.
ク
ラ
ス
の
人
潔

の
媒介

ど
う
か
は
・
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
・

嶋
・●
ー

一と
し
ての
役
割
は
、
教
叢

で友
人
を
明
磨

す
へき
と
響

学
生
竺
凸

得た
とい
う
の
が
【1
88
、晶

、皿

罷

】で
、
そ
の
う
ち
ク
ラ
ス
で得
た

と
いう
の
は
【1
駈
、
皿55
、
皿
レ

臨

58
】と
半
数
以
上
で
、
一応果
し
て
い

る
。
し
か
し
ク
ラ
ス
担儀
と
の
関
係

は
、
制
義
を
受
け
て
いる
の
み
【1
66

皿
記
、
皿
麗
43
】
、金
く
関
係
が
な

い
【1
旭
、
H
風
、皿
y
顕
】
、
ク
ラ

ス
コ
ン
パ
の接
触
だ
け
【1
12
、
∬
n

現
講
義
内
容
に
不
満

゜

高
い
教
養

ゼ
ミ
希
望
率

こ
の
様
な
状
況
の
甲
で過
云の
闘
い

の
成
果
で
あ
る
学
園
の自
治
淫、
京
大

独
自
に
主
体
的
にお
し
す
す
め
る
瑠
が

必
嬰
と
さ
れ
て
い
る
.

圖
翻
騨
嚢

問
題
と
な
る
の
が
、現
行
の
教
墾
鋤制

度
で
、
表
る
十
一月
下
旬
教
損
部
を
中

心
に
各学
郷
を
も
含
め
て
お
こ
な
わ
れ

た
W
U
S
(日
本
学
生
墨
払
団
)
の
ア

ン
ケ
轟
に
基
ず
い
て
教
麺
部
制
度
の

現
状
を
えぐ
うて
見
る
と
教
接
の
あ
り

衰
わ
す
)
の学
生
が
肯
定
し
て
い
る
.

こ
れ
に
代
る
制度
と
し
て
【1
38
、
H

34
、
皿
M
聞
】の
も
の
が
、
礁
科
系
、

文
北
顎
の区
別
の
み
で
入
掌
、
導
門
課

程
瀦
学
の際
に
分
属
を
決
窟
す
る
、
と

い
う
力法
を
あ
げ
て
い
る
.
ま
た
、
一

般
敦脅
と
惇
門
教
青
の
配
腿
方
法
に
つ

い
ては
、規
行
の
横
割
制
を
【1
50
、

∬
弱、
皿
麗

】
の
も
の
が
縛
定
し
、

【1
侃
、
五
終

皿
舗

】
の
学
生
が

縦
割
制
巻
希
猛
し
て
い
る
。数
喪部
の

塑
聞は
、
一一年
が
よ
い
と
ず
る
の
は
【

五
60
、
皿
遅
凱
】と
半
数
以
上
い
る
こ

と
は
、考
慮
さ
れ
る
へき
で
あ
ろ
う
.

受講
し
た
い課
目
が
開
講
さ
れ
て
い
な

い時
、
学生
と
し
て
そ
の
開
講
を
要
求

す
べき
だ
、と
考
え
る
の
が
【1
81
、

皿秘
、皿
現

】
も
い
る
。
専
門
課
程

澄学
のた
め
必
嬰
単
位
数
よ
り
多
く
の

課
目
を
、
履
習
す
る
つ
も
り
、
ま
た
は

履
轡
し
た
堂
生
が
【
1
㎎
、
皿
72
、
皿

y
】で
あ
る
℃
ζ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

一般
教
有
に
関
し
て
、
掌
生
は
潜
在
的

に
は
、
積
極
的
な
態
度
を
も
っ
て
い
る

様
に
う
か
が
わ
れ
る
。

受
講
壱
数
に
関
す
る
希
望
と
し
て

は
、
十
-
五
十
人
と
い
う
の
が
最
も
多

く
、
外
国
語
課
目
に
つ
い
て
は
【1
60

ド
イ
ツ
鍵

籍
農
開
く

京
大
付
屡
5
響

位
厩図
誉
館
で
は
、
去る
十
二月
五
臼

か
ら
十
四
日
康
で

京
犬
付
厩図
蟹
館

京
都
市
、京
郡
日独
文化
研
究
所
、
ド

イ
ツ
轡
籍
出
版
協
会
の
共櫟
で
「ド
イ

ツ
霞
籍
展
」
を
お
こ
な
ワ
てい
る
.

展
示
場
に
は
、
各
分野
に
わ
た
る
代

衰
的
図
轡
を
公
開
し
、ま
た
即
刷
術

の
発
達
史
を
、木
制
板で
印
刷
さ
れ

た
絵
な
ど
を
時
代
を遅
,て
示
し
て

い
る
。

劇
炎
翻
驚

賀糠

彰
三
(蔓
拐
官
京大
学
黛藤
課
長
禰
佐

)
京
大
文
学
部
事
務長
補
蛇

加
藤
勇

(亭
務
冒
京大
文
学鄙
教
務
掛
潟◎

併
任

農
孟
臨

盤
夏

{奮
克

己
(農
教
授
)

望
願
医
器
助
整
訊
田
黛

髭
塵
擾

医
学耶
教
授

伊
騨
妖
気
(

広
塵
八学
医
馨

一∬
70
、
皿
孫

】文
化
系
一般
教
育
瞑

目
に
つ
い
ては
【1
貯
、
皿
50
、
皿
y

54
】
理科
系
一般
教
育
課
目
に
つ
い
て

は
【1
雛
、五
71
、
皿
遅
68
】
で
あ
る

現
在正
式
に
は
、
教
養
部
制
度
に
は

組
み
いれ
ら
れ
て
い
な
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

に
つ
い
て、
教
餐
部
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
σ
は
【1
79
、

∬
86
、皿
W
83
】
で
あ
り
、
そ
の
理
由

とし
て
は
、
教
冨
と
の
接
触
が
深
ま
る

か
ら
【1
60
、
∬
bO、
皿
坪
59
】
と
し

て
い
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
希
盟
課
目
は

人
文
、
社
会
、
自
然
の
全
科
学
に
わ

た
って
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の

教
逼蔀
に
お
け
る
、
教
冒
と
学
生
の
関

係
、講
覇
の
低
調
を
打
ち
破
る
方
向
と

皿
憂

】で
あ
り
、
飼
人
的
な
問
題
で

相
鹸
に行
く
と
い
う
の
は
2
%
に
す
ぎ

な
い
.ク
ラ
ス
担
任
制
と
い
う
の
は
、

全
く
有名
無
実
な
も
の
で
あ
る
.
ま
た

教
首の
家
や
研
究
室
モ
た
ず
ね
た
こ
と

鰹

鱗

呼蟷

麹

真
、丑
、罷

】もあ
る.皇

官
と
の
接
級
を
窺
む
学
生
の
声
は人
き

い。
大
学
と
し
て
も
形
式
的な
ク
ラ
ス

担
任
制
を
作
り
,
放
し
にし
てお
く
の

餓黙嚢勲糠購嚢霧蕪搬

 

圃
本社では、第五回懸質小説募藥を行います.「文学」氾濫の時代であり、そして文
掌沈滞の時代でもある現代において、既成の観念にとらわれず、新しい視角から現
代へのアプローチを志向する新人を登場させるというのがこの企画の慧図です.
過去四圓の募集には、全国大学の舗兄肺から多教のご応募をいただきましたが、
前園は内容的には低顔でした●今回からは、巡轡は前回満でお願いしていました
伊藤彊氏にかわつて井上光晴氏に新しく乙亘場願い、井上光晴、野聞宏の岡氏に
お願いすることになり畿した.甜兄姉の力作を期待します.

井 上 光 晴 氏遇 鷺
4野 聞 宏 氏

◇応蓼資格 大学・大学院に在学中のもの(掌内外を

悲 間わず)未発衰作品に限る
◇枚 数400字 詰原稿用紙30枚以内

募 ◇緬 切 日◇殉 表

規

定ll

◇賞 金
◇送 り先

昭和39年3月末日
昭和39年5月下旬本紙上
入選(1篇)2万 円 佳作5手円
京都市左京区吉田京夫構内、京都大掌新
閾社小説係(源構には住所、氏名、大学
学臥 学年、無令を明記のこと)

井 上氏

懸
なお、版櫃は本社に属します.尿則として尿稿はお返
ししません.

野 間 氏 Ψ

聞 社 ・♂ ㌦ ・:雛

し
で
学生
が
強
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
制
度

化
を望
ん
で
い
る
事
が
見
ら
れ
る
.

圏

}
鍵

螂

誕

塁

1
50
、五
60
、
謬

71
】
も
あ
り
、
そ

の
運
由と
し
て
は
、
【1
解
、
丑
留
、

皿y
50
】の
者
が
、
専
門
課
程
へ
進
む

学生
の能
力
の
水
準
を
一定
以
上
に
す

る
必蔓
が
あ
る
か
ら
と
雷
う
。
こ
の
こ

とは
、
一概
に
は
誉
え
な
い
だ
ろ
う
が

大半
の
学
生
演
現
行
の
教
獲
部
を
、

專門
繰
程
の
準
備
段
階
に
す
ぎ
な
い
と

考
えて
い
る
ご
と
を
表
わ
し
て
い
る
の

では
な
い
か
。
階
第
制
度
は
必
要
で
は

ある
が、
し
か
し
現
行
の
よ
う
な
試
験

は
、学
生
の
能
力
を
正
当
か
つ
客
観
的

に判
定
で
き
な
い
と
煮
え
る
の
が
【1

磁
、豆
肋
、
皿
翼
90
唱
に
も
お
よ
び
、

現
行
のよ
う
な
方
法
に
代
る
も
の
と
し

て
、レ
ポ
ー
ト
や
口
答
猷
問
や
、
そ
れ

ら
の併
用
簿
を
あ
げ
て
い
る
。

アン
ケ
ー
ト
全
体
に
つ
い
て
狩
微
的

な
こと
は
、
一園
生
に
現
状
維
持
の
傾

向
が彊
く
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
、
教

新

餐
耶
に
対
し
て
、
反
省
が
、
批
判
的
に

学

な
って
行
く
傾
向
が
あ
る
.
大
学
の
最

鰍
縄譲
鰐
灘
鑓
醤

 叫は
れ
て
い
る
。
教
蟹
部
問
題
は
、

京

一人
そ
の
囚
部
、
そ
れ
も
習
飼
に
た
ず

さ
わ
る
教
官
囚
に
と
ど
め
る
の
で
は
な

゜

く
、全
宰的
な
問
題
と
し
C
、
解
決
さ

P
れ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
教
幽
部
にお

"゚

ける
講
義
に
不
満
を
拘
っ
て
い
る
岸生

　"
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
教
養

部
が
亡の
役
割
を
十
分
に
果
し
て
い
る

貼

と
は
、
決
し
ト
U汎
顔
い
.内
部
に
講

の々
矛
層
、
問
題
焔
を
含
み
な
がら
閻

定
化
す
る
力
回
に
あ
る
現
行
教
養課
程

に
、
教
冨
学
牛
をも
、積
極的
に
取
組

む
べ
き
で
あ
ろ
つ
。
(元
)

覧

累
ゑ
都
新
宿
区
矢
来
町
・
振
替
東
京
八
〇
八
番

光

塗
じ
く
璽
親
k
虜
曇
盟と
婆

る

海
灘
鍵

酬

石
坂
洋
次
郎
著
縮
駈編
湘
解
蹴
蘇
器
踏

だ

の
　
ま　
ハを
に
って
ゆ　

出
発

愈
饗
灘
灘
鱗

芹
沢
光
治
捜
著
融
講
韓

輔葺
影
開

＼禰

王

歳
の
父

曾

野

綾

子

著
ア
ル
バ
イ
ト
に忙
し
い
甦生
生
濫
か
ら

卒
業
、
就
職
を前
に
し
て
結婚
、
二
十

一膿
で
わ
が
子の
麗
生
を
経験
ず
る
藩

い
魂
ー

い
い
墾

う
で
翼
簑
か

け
嬉
嬉い
発
を
く
っ雍

臭

色
の
長
編
。
箋

中
・
儒葺
二〇
円

象

鼎牙

峯の

薯穴
性
的
な
秘
密か
、
響
れ
る虚
栄
心
か
、

内
と
外
から
もろ
く
も崩
填
し
て
いく

若
き
頭
脳
1

「廠
学協
同
」
Ir
近

㈹
企
峯
天
鑑
墾

艇
藻

を
馨
㎝に、
愛
誘
翠

憂

編
推
理
小脱
。
囎
売
申
・価
二
四
〇
露

へ
そ
の
な
い
本

北

杜

夫

著
幼
き
日
々
や終
戦
後
の
ひ
もじ
い
曹饗

を
語
る
幾
つか
の
惣
屠。紀
行
文
▲ど

く
と
る
マン
ボ
ウ
氷
海を
ゆ
く
V
、冒

竃
強
麺

麟

る
楽
し
い本
。
囎
売
中
・鍾
呂◎◎
囚

真
堀お

馨馨
蓬

生
き
汐
暑
を輩
ゐ
て
藁

し
い
恋
のこ
こ
ろ
に
うた
れ
、
鮫
しい

生
と
運
命と
の
対
決
を見
つ
め
る
……

[琵
惣
閑、
互
轟

平
悉
鰐
から

ホ
メ
ー
ロ
ス
、
チ
鯛
ー
サ
ー
、
モ
ン
テ

ー
ニ
ュ
等
々
。
鞘
売
申
。
価
二
九
〇
四

迷
う人
肇
交

今

日

出

海

著

広
い
親野
と
警
璽

ず

る
文
榎
内外
十
二氏
の
プ
七
フ
ィ
ール

箋

舟
櫓
聖
一、
石
川選
三

等
、
それ
ぞ
れ
の
世に
蛎
ず
る
叢
盈
罷
ー

え
『
毒

、
舞
、
心
■
い
f
倫

研
塊
躍の
●
.
臆
売
申
,鱗
三
穴◎
周

聖
妻
葦
夕
〃

バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ

層
1

福
田
恒
存

・
松
蒙
正

沢

フ
ラ
ンス
救
国
の英
緯
が
、
な
翌
員端

婁

じ『
藝

で護じ

な
ら
な
ゆ
った
か?

聖
参
マン
ヌ

の
鋭
≦
璽

趨
.
創
団
藩
"

公禦妻

盤
蛋
興
斬

唇
肇
璽

聖
翠
二
纂
署
O
円

ロ
本
文
学
重
集
(饗
蚕

石
川
淳
集

(解
説
)
佐
々
木

基
一

累
薙
物謡
。焼
騨の
イ
エス
・
昔賢
・

白
描
o山
桜
・蛎
左■悟
●党舞
・和

巖
内
.剛
↓

今ロ欝
の
世態
風
俗

を
巧
みに
と
り
いれ
て
馬
翁
術
的光
爆

に
み
ちた
ユニ
ーク
な
世
騨
を
築く
名

作決
定
版
。

鰯
9
帰
・栖
=九
〇
周

世
無
文
学
全
集

へ勘四
十
四
回
)

従
豪の
手
決
叢
る
厳
獅酌
技紫

狼

ユ
リ
、イ

ズ
コじ
襲
繕

轍

、

」

.
ジ

ョ

イ

ス

流
れ
に沿
って
篇
細に
錨
い
た
二+
世

.伊
藤
整
.
永
松
定

訳

紀
舞

叢
一墨

菟
◎
開

'ト武

ドロ 装

馨
言者

■近刊

印八
七ぐ

一九
二
}辱

O
生
の
三
螂
作
刊
行
1

屡
に
群
嚢
な
沿

穴
な
器

㌶ー
ト
・
ツ†

窄

葭
一]畜

器
葺

嚢

象
報的
に
樹
綴
つて
り
兎
レ
ー
ニン
と
共
に
ロシ
ア
革
角
の推
遊
力
と
なり
なが
ら
、

懇樹
の
一生
を辿
う趾
革
命
薬
W全
りを播
いた
間
嗣
の
榔。
「武
力
の
ない
予
8
轡
」

「漏放
さ
れ
た
≧
著
」
も
繍
刊。

(田中
西
二
郎
・
橘本
福
夫
●山
西英
一暇
)

、

,

●

265
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885。者 る 出の 収者 者 給職 るで 短 勧 職 臓}饗 一 そが1の 学 女

(第3種郵階D第1178号
でロ
ヨロ
ヨ
　ロコ　
ロコ　
　

コロ
リ

・一
.
京
穴
生
の
牛
活
の
冥
態
を
把

●
擾
し
、樋
切
な
摩
生
対
策
に
貸

陶
す
る謹

欝

を
得
る
目
的
で

一
笙
崇

錘

行
な
。一しい
る

「生
活
笑態
劇査
」
は
、
昨
年

十
二
月
一日第
十
回
目
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
ー3
ど
報
暫
が
まと
ま

弓た
.
そ
れ
に
よ
る
と
、韻
査
対
破
は
学
耶
学
生
、
大
学
院
修
+「

博
直

程
学
生
九千
五
百
二十
八人
で
、
無
作
為
抽
出
法
に
よ
り大

学
院
学
生
か
ら
は
四
分
の
一
、掌
部
男
子
学
生
か
ら
十
二
分
の
一、

子
は
全
員
の
調
査
を
行
な
っ
た
.回
蚊
総
数
は
九
百
九
十
七
で
全

生
の
約
十
%
に
あ
た
る
.

鍵
難
篇
難
禦
篶
籔
鱒
舩鯛

1

●-

曝

①
出
身
地

近
畿
地
方
出身
者

57
・2
%
で
過
半
数
を占
め
、

の
う
ち
36
%
が
京
都
、
大
阪府
に

集
中
し
、
女
子
学
生
は
65
・2%
と

層
強
い
.
つ
づ
い
て
中
国
12
%
、

九
州
、
四
園
と
つ
づ
い
て
い
る
.

②
畜
卒
轡
入
単
ま
で
の
年
歓
敦

男
子
で
は
現
役
入
学
者
は
51
%

蓼

エ
漁
由

-

公
公
俸
商
農
自
そ
全

④
ア
ル
バ
イ
ト
の
興
情

全
体

継

の
67
%
が
ア
ルバ
イ
ト
を
し
て
い

雛

る
.
男
子に
載
へ女
子
の
パ
ー
セ
ン

鞘鴎
暫
羅
酔
麟
酷

前
年
度よ
り
5
%
親
皮
増
え
て
い

.
女
子で
は
71
・4
%
あ
る
.

③家
露の
職
薬

家
計
支
持
者
の

樂
で
、例
年
と
大
差
は
な
い
.
俸

生
活
者
が60
%
に
達
し
、
商
工
案

23
%
、農
漁
粟者
8
%
、
自
由
業

5
%
の順
で
あ
る
.
全
職
業
の
年

入
程
度は
九
十
万
～
百
五
十
万
円

家
庭
が
鴨
%
を示
し
、中
流
家
庭

身
の
学
生
が多
いこ
と
を
思
わ
せ

ほ
か
、
狩
徴的
な
のは
、
凝
漁
桀

家
膿
で
は
年
収
四十
万
円
来
満
が

%
強
も
あ
り
、
八十
万
円
未
澗
に

%
が
集中
し
て
い
る
.

円
上

万

0
ρ
沿

64師
'9」

鍵

0
8
8
っ。13
1
5

円
満

万

5
7
0
0
5
0
7

㎜
未
乞
6.a
o。皿
α
臥

円
満

万

51

'65
3
氾
」
4

禰
励
未
P
露

4
B
3
16

円
滴

分
万

護
3
」
3
3
π
4

蜘
未
20
⑩
8
宝

3
n

の

円
溺

1

5

2

6

2

」
7

万

a

駄

臥

引

a
1
.
a

80
未

2

1

1

1

1

1

収

円
満

6

5

1

。

2
5

5

万

a

a

a
2
.
駄

a
q

年

θ0
木

2

1

1
2
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員
の

者
者

者

他
業

幽

業
業
業
の
職

る
が
、
破
入
状
況
が
前
葺
力
ら
擢
化
を示
し
てい
な
い
の
に
か
か
わ

ら
ず
、
物
柚
値
ま
が
り
、
住
居
費
の
値上
り
のた
め
平
均

出
の
珀

加
が目
立
ち
、
戸版
に
東
大
生
の
生
活は
ばし
く
な
って
い
る
こ
と

がみ
ら
れる
。
新
し
い
試
み
と
し
て
、
娯
楽
、
噌好
費
の
囚
舎
を
詳

細
に
調
査
レ
て
い
る
が
、
泉
天
生
の
レ
ジ
ャー
が映
圓、
演
劇
、
旅

行に
あ
り
、そ
れ
に
対
す
る
支
出
が
僧
加
の
慨
同に
あ
る
の
に
虜
縮

費
の支
出
が
低
い
の
が
目
立
って
い
る
.
以
下
、
岸部
学
生
を
対
〆

と
し
た
結
果
を
み
て
み
よ
う
.
(細
集
部
)

み
た
な
い
.
ア
ル
バ
イ
ト
必
要月
収

は
五
千
5
七
午
円
に
翫
%
の
学
生
が

集
中
し
て
い
る
.
学
集
と
の
醐
係
で

は
「両
立
す
る
」
も
の
が
48
%
「ど

う
に
か
両
立
す
る
」
も
の
が
49
%

「単
慨取
得
に
困
賎
を
覚
え
る
」も

の
も着
†い
る
.
ま
た
奨
学
資
金受

給
状
況
と
の囲
遼
で
は
、
奨
掌
資
金

を
要
け
て
いな
い学
生
ほ
ど
両
立
度

が
低
下
し
、奨
掌資
金
を
支
給
す
べ

き
余
地
が大
き
い
こと
を
ホし
て
い

る
.
平
均
一カ
月
の既
労
時
間
は
十

九
時
聞
以
内
が
74

%
二十
～
二十
九

時
間
29
%
、
三十

～
三
+
九時
間
が

13
%
で
あ
る
.月

収
の
平
均
値は
四

三
五
一円
と
全
体

的
に
増
加
の
傾
向

に
あ
る
.
時
聞当

り
の
平
均
収
入も

二
百
～
三
百
円に

集
中
し
昨
年
よ
り

好
転
し
て
い
る
.

希
望
職
糧
で
は
家

庭
教
師
と
し
た
も

め
が
86
・7
%
で

圧
倒
的
に
多
い
.

°⑤
住
雇
2
困情

下
宿
、
聞
借
、

ア
パ
ー
ト
住
い
の

学
生
が
男
子
で
は

58
%
に
遼
し
一方

女
子
は
34
%
な
ど

で
あ
る
、
学
禦
は

男
子
が
5
%
強
、

女
子
が
15
%
強
と

な
っ
てい
る
.
部

麗
代
は
、
近
年
上

昇
を続
け
昨
年
よ

り五
百
～
千
円
の

全
亭生
で
、
一日
一食
利
用
が
26
・

4
%
、
一日
二
食
が
34
・4
%
、
一

日
三食
が
12
・8
%
に
遣
し
、
大部

分
の省
が
生
協
利
用
者
で
あ
る
こ
と

を示
し
て
い
る
。
一カ
月
平
均
食
費

支
出
は
、
四
千
五
百
～
八
干
ま
で
の

学生
が
全
体
の
過
半
数
を
占
め
、
六

午
～
八千
円
が
昨
年
の
37
・7
%
か

ら
50
・8
%
へ、
四
千
五
百
工
ハ午

が昨
年
の50
%
か
ら
35
・3
%
へ
と

逆
の
銀
宇が
み
ら
れ
、食
費
の
よ
昇

を
如
実
に
一.小し
て
い
る
.つぎ

に
食
費
充

2

醐

力支出は増

 

く物価高ひび

 

値
上
が
り
を示
し
て
い
る
が
二
帯
五

百
～
四千
円
と
いう
と
こ
ろ
が
相
場

で
あ
る
ら
し
い
.
一1
こ
回
生
は
と

く
に
三
千
円
以
上
の比
準
が
高
い
こ

と
が
目
立
つ
.
一ヵ月
平
均
値
を
示

す
な
ら
は
、
教
養男
子
二
、
七
八
八

円
、
響
門
男
子
二
、六
六
六
円
、
全

学
女
子
二
、
二
〇〇
円
と
な
って
い

る
.⑥

食
生
盾
ω状
況
こ
れ
は
自
唱

外
通
学
者
を
対
象
とし
た
も
の
で
、

外
食
の
み
が
全
掌
で76
・4
%
の
高

率
を
示
し
、
購付
は
15
%
に
す
ぎ
な

い
。
生
協
利
用
度
を測
定
す
る
と
、

十
二
月
に
入
った
とい
う
の
に
私
の
家
に
は
蚊
が
い
る
.
二、
三

"
軒
削
の
工
場
で
発生
す
る
の
だ
と
近
所
の
人
は
雷
っ
て
い
る
.順
ね

た
ま
ま
雨
曝
し
にし
て
いる
材
木
が
腐
って
風
を
防
ぎ

温度
を
保

ち
、
お
ま
け
に
草原
に
な
って
い
る
た
め
、
蚊
に
と
っ
て
は
絶好
の

"

住
家
であ
る
ら
し
い
.
夜
中
に
高
く
も
な
い
鼻
をさ

さ
れ
て
「この
野
郎
」
と
怒
鴫
り
な
が
ら
二
薩
を
ん

り
回
る
こ
とも
し
は
し
ば
あ
る
。
当
分
は
蚊
帳
の
引

で
炬遠
にあ
た
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
.

こ
の
蚊
の
ため
に
、
家
に
と
じ
こ
も
って
い
る

と
更
は
と
っく
に
過
ぎ
て
し
ま
った
の
だ
と
い
う

笑
感
が
な
い
.時
の
経
過
を
身
に
浸
み
さ
せ
て
く
れ

る
の
は
、
ダ日
と
夜
の
楓
で
あ
る
。
窓
越
の
タ
日
は

畷
に
く
っ
き
り
と
境界
線
を
つけ
る
.
そ
の
線
が
一

秒
毎
に
下
っ
て
行
'＼の
が
感
ぜ
ら
れ
る
.
楓
は
気
温

の
変
化
に
非
冨
なる
反
応
を
小す
.
い
つ
か
、
急
に

"川
寒
く
な
ワた
臼
の
こ
と
、
前日
と
の色
合
の
違
い
に
鷲
い
た
も
の

.
だ
.
楓
の
蝿
が
糺
粟
し
や
が
て散
って
し
ま
う
と
ま
た
一年
過
ぎ
た

"
のか
、
と
た
め
思
を
つ
く
.
浪
人生
酒
何
年
と
改
め
て
叛
え
て
み
る

繍費月千円未満が40%も

 

⑧読
●
の夷
情

の
獅
籍
費
は
、
教
巷
男
子
で
干
円

未
満
が
70
・2
%
、
二
千
円
を
越
え

る
学
生は
7
%
た
ら
ず
で
あ
る
に
較

べ
謬
門学
生
は
、
千
円
未
満
お
・7

%
、
千
円
～
三千
円
が
52
%
と
特
徴

的
で
あ
る
が
、と
も
に
千
円
来
満
の

者
の
割
合
が
激増
し
示
唆
的
で
あ
る

充
足
度
を
調
べ
る
と
全
学
的
に
不

充
分
の
者
は
42%
、そ
れ
以
外
は
澗

足
な
い
し
は
、
どう
に
か
満
足
し
て

い
る
ら
し
い
.

藩
籍
利
用方
法
は
自
己
購
入
が
51
漉

6
%
を
占
め
、図
爵
利
用
は
36
%
に

足
度
を
全
字
的
に

み
る
な
ら
ば
、
充

分
で
あ
る
も
の
が

砺
・1
%
、
や
や

不
足
が
43
・6
%
、

歪

が
11
・3
%

で
半
数
以
上
が

。堅

杯
"
の
快

感
に
う
え
て
い
る

⑦健
康
状
況

被
馬
率
が
教
養

男
子に
高
い
と

い
う傾
向
は
い
ぜ

ん
つ
づ
い
て
い

る
。
三十
七
年
四

月
以後
病
気
し
た

教
養
男子
は
⑳

%
に
昇
り
、全
学

平
均
は
35
・8
%

で
あ
る
.病
気
に

か
か
っ
た
日数
は

】週
圃
以下
が
50

・9
%
を
占め
、

30
日
以
上
は
奪門

学
生
が
多
い
.
治

療
螢
は
大
体
二
千

円
以
内
で
す
ん
で

い
る
よ
う
で
あ

る
.平

均
ヨ
月

す

ぎ
な
い
。

⑨
ス
ポー
ツ
・
レ
ジ
ャー

ス

ポ
ー
ツ
は
全
然
し
な
い学
生
が
25
・

9
%
、
と
く
に
文
科系
専
門
男
子
と

女
子
に
響
し
い
.い
つも
し
て
い
る

蛍生
は
18
・4
%
にす
ぎ
な
い
。
コ

ー
ヒ
ー
・喫
茶
店代
は
80
・3
%
が

必
要
で
、
平
均使
用
覆
は
五
百
円
輔

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
タバ
コ代
は
男

　

子
で
52
%
が
必
畏と
し月
平
均
九
百

円
弱
で
あ
る
。
麻
雀
、パ
チ
ン
コ代

は
男
子
32
%
が月
平
均
七
百
五
十
円

程
度
を
消
費

飲酒
代
は
男
子
51
%

が
九
百
二
十
円
、
映
画
、演
劇
、
琶

楽
会
に
全
学
90
%
が五
百
円
勃
を
消

費
し
て
い
る
.

⑩
学
費

一カ
月平
均
又出
は
全

学
学
生
で
自
宅
通
学
者
が六
、
八七

四
円
、
自
宅
外
が
一四
、
二
八
八円

で
あ
る
。
昨
年
に
比
べ
る
と自
宅遠

学
者
が
平
均
6
～
7
%
であ
る
のに

比
し
て
自
宅
外
通
掌
省
は
教
醤
盟
子

12
・8
%
、
専
門
男
子
15
・3
%
、

全
学
女
子
29
・8
%
と
伸
び
の大
き

さ
が
目
立
つ
。
全
学
学
生
を
対
象
と

し
た
勉
学
費
支
出
の
一カ
月
平
均
圃

は
、
自
宅
通
学
者
が
一、
七
三
三

円
、
自
宅
外
は
、
一、
〇
七
八
円
で

あ
る
。
娯
楽
噌
好
費
支
出
は
前
者
が

幡、
八九
八
円
前
後
者
が
一、
六
二

五円
でこ
れ
ら
坦
加
睾
は
昨
年
の
倍

以
上に
な
って
い
る
。

家
臨
、そ
の
他
か
ら
の
学
資
月
額

は
自
宅外
通
学
者
は
、
三
手
円
以
上

醐万
五干
円
ま
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
り

一般
に
好
転
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。全
学平
均
の
収
入
は
八
、
八
一

七
円
で食
鑓
、
住
居
費
、
諸
支
出
平

均
と
の
楚額
は
五
、
四
七
一円
に
透

す
る
.
これ
は
自
宅
通
掌
者
が
平
均

三
、
〇五
三円
、
家
麗
か
ら
収
入
を

得
、
三
、八
}=
円
の
不
足
を
誰
え

る
の
に
対
し
、自
宅
外
通
学
者
の
字

生
籍

の
威
しさ
を
小し
て
い
る
.

(
J
)

の
も
こ
の
頃
で
あ
る
.

い
い
加
減
に
足を
洗
って
食
う
は.τ見
っ
け
る
か
、大
学に
入
っ

て
し
ま
う
か
し
な
け
れ
ばな
ら
な
い
の
だ
が
、
生
来
労
働
は消
耗
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
私
は働
く
気
な
ど
さ
ら
さ
ら
な
く
、
童
顔
の夷

少
女
を
近
憶
し
て
い
て
い
まだ
に
他
の
女
の
子
に
興
昧
な
い
た
め養

了
に
も
だ11け
な
い
有
橡
で
あ
る
.更
に
患
い
こ
と
は
比
軟
的
価
値あ

グ
ラ

'げ

ク

㌧
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田 中 彰署
虜治維瓢政治史獅究

私
たち
は
今
、
明

治継
新
の百
年
崇
を

む
か
えよ
う
と
し
て

い
る
.今
年
は
腫
女

戦争
の百
年
目
で
あ

り
、釆
年
は
四
力
頃

追
含
震
下
関
砲
撃

塀
件あ
る
い
は
竺

一そ
の
こ
と
は
庶
ちに
、幽
一本
人
民
の
短

一大
の
醤

で
あ
.
背
本
の民
主
化
の

噸
義
を
鐘
す
る
ため
で
あ
った
.

そ
の
ノ傑の
鮮
新
史研
究
は
、
と
も
ず

語
鑑
鰐
縣
熱
誰
靴

を
み
せ
な
が
ら
も
、
と
にも
か
く
に
も

今
の
べ
た
方
向
に
沿
っ
で研
究
が
進
め

ら
れ
た
と
い
え
よ
う
.
本
潜
の腎
者
団

し
た
が
,
て従
来
か
ら
の
宇
界
の

一

諭
点
に
な
っ
て
いた
幾
多
の
点
を
史
料

的
に
あ
き
ら
かに
し
て
お
り
、
今
後
の

総
制
史
と
く
に政
治
史
的
研
究
は
本
習

一を
ぬ
き
に
し
ては
琢
え
ら
れ
な
い
も
の

と
な
った
.
そ
の
よう
な
憲
昧
で
、
本

密
は
、
戦
後
の
維新
史
研
究
の
一段
階

を
醐
ず
る
も
の
と
いえ
よ
う
.

内
奮
に
つ
い
て
今
少し
のべ
れ
ぱ
、

従
来
の
研
究
が
、
明
治
軸新
を、
厚、藩

が
(漸
政
改
革
)
と
い
う
形
で
部分
的

躍
麟
契暴
鍮
講
"型

議
晒箋
舞
蘇
謎

[

で
あ
る
と
・4解し
てい
た
の
に
た
い
し

て
、
統
一四家
ゼ笑
己
さ
せ
κ明
旧
杣

新
の
底
治
切
一コ体の
,扇
那に
全
刀
を
あ

げ
て
い
る
　
こ
つし
に　
げ
が
　
は
へ

購
霧
灘
厳齪
欝
牲

羅
盤

問
題
.望十
分に
解
決
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
よ
う
κ.
と
いう
よ
り
蕾
帽
自

場
、
繕新
史研
究
の
豹
た
な
段
階
を
割

す
る
準備
の
ため
に
、現
在
衷
で
の
成

景
を
鍋
大
成
し
た
とも
い
え
そ
う
で
あ

る
.
凋
轡
は
「あ
と
が巻
」
で
、
本
構

を
挾
了
し
た
途
端
、
ある
慧
味
で
の
「

自
由
」
を
得
泣
感
が
す
る
と
のべ
て
い

る
.
は
っき
り
い
え
は
、
本幽
は
先
に

の
べ
た
よ
う
に
図
期
的
巣績
で
あ
る
に

も
かか
わ
ら
ず
、
か
っ
て
の
余良
本
。

騨
蓑
砺
簿
雛
蟹

は
か
て
つ
の
銀
鷹
を
克服
し
え
兀に
も

離
蘇
雛
豹
踊
蔓

に
お
い
て
は
、
必
らず
しも
圓
期
的
で

は
な
い
.
い
いか
えれ
は
、
か
つ
て
の

菜
蹟は
、
そ
の時
代
の日
本
人
民
の
課

題に
こ
た
えよ
う
とす
る
体
系
が
あ
っ

簗

攣

ではそれがまゴ

臨
糠
驚

購

護

越

つ
つ
あ
る
.体
制
的
な
矛
層
を
全
く
無

視
し
て
、
源代
化
そ
そ
の
ま
ま
合
環
化

雛
難

襲
聾

箆
更

睾

の嚢

高
に沿
・

一

マ
、
鑑

の
思

羨

,
た
霜
蓼

戦後維新史研究の集大成
世界史的規定性解明に努力
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中
心
に
糟
力
的
に
仕
ゆ
を
し
てき
た
人

であ
る
.
と
く
に
継
新
史
研
究
の中
で

狼
少
い
政
治
史
的
分
析
を
ず
す
めて
き

た人
で
あ
る
.
そ
の
点
で
さ
らに
いえ

ぱ従
来
の
研
究
の
多
く
が
、
公
刊史
料

の
が
頼
って
い
た
の
に
た
い
し
て
、藩

庁
文
窃
そ
の
他
未
利
用
の
箔
大
な文
書

を甑
使
し
て
、
長
州
藩
を
中
心
にし
た

糟細
な
分
.軌を
す
す
め
て
き
た
人
であ

る
こと
を
竹
簿
し
て
お
か
ね
ぱ
なら
な

い
。こ
の
こ
と
に
よ
って
本
轡
の
著
者

は
、詳
.Uは
さ
け
る
が
従
釆
の
研
究に

よ
って
不
明
雌
で
あ
り
あ
い
ま
い
で
あ

っ
た多
く
の
粥
実
を
あ
き
ら
か
に
し
て

巻
た
ので
あ
る
,
本
爵
は
ま
さ
に
そ
う

し
た研
究
の
集
大
成
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
と
同時
に
本
劉
は
、
か
って
の
奈

良
本
氏
ら
の
仕
事
が
戦
前
・戦
中
の
蓄

積
の成
巣
で
あ
p.た
の
に
た
い
し
て
、

本轡
の
者
者
ら
が
推
進
し
て
き
た
戦
後

の
紺新
央
研
究
の
炎
大
成
で
も
あ
る
.

=
γ
パ
、
ご
宴
会
に
、
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
陀

,大
将
軍
`
自
慢
の
味
巴
値
段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
待

う
レ
て
い
ま
す
。

◇
コン
パ
お
漏人
昌
ヨ◎
円
よ
り

◇襲
お
一側

騨
鵜

移
誌

}

◇葡
塵
翼斜
・
ツー
ピ
ス
斜
・陰取
斜
は
一切

累婁
で
究

§調大 將軍u
累 ・■圏暖六澗開瞑負傭TEL.(桝)9161.9162

疑
駄繋
窮
藷
磐

 求にあ
っ
た
.
し
か
し
そ
の
王
期が
天

眠
制
絶
対
主
義
を
構
成
ず
る勢
力
の
μ

求
だ
け
で
終
っ
て
よ
い
の
だろ
う
か
.

と
も
か
く
現
代
の
日
本
人
民
の課
口
を

追
求
す
る
た
め
に
は
、
明
治羅
新
の怠

味
が
、
今
ど
の
よ
う
な
形
で
間
わ
れな

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
点に
つ
い

て
は
、必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
.も

ち
ろ
ん
の
ζ
と
を
掌
間
の
中
で
実
現す

ーる
こ
と
は
寄
易
で
は
な
い
.
本
繕は
そ

れ
え
の
襖
索
の
第
一
歩
で
ある
と
い
え

よ
う
。
維
新
史
研
究
の
混
迷
が
説
か
れ

て
す
で
に
久
し
い
.
本
欝
は
そ
う
し
た

繕
.耕喫
研
究
を
総
整
滅
し
て
、
新
た
な

出
発
の
第
一歩
と
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
私
は
慨
解
す
る
の
で
あ
る
.

(響
木
欝
固
刊
・A
五
判
。二
九
五
頁

。
一
二〇
〇
円
)(軟
会
事
薬
頬
大
鳴
師

・明
治
継
斬
8

し
て
いる
現
代
の
日
本
は
、
恐
ら
く
か

つ
てな
い
駄換
期
に
立
上り
つ
つ
あ
る

私
た
ちは
か
つて
十
数
年
前
、
現
代
日

本
の
夜明
け
の時
期
に
、
明
治
維
新
に

関
す
るす
ぐ
れた
体
系
的
研
究
を
い
く

つ
か
手
にす
る
こと
が
で
き
た
。
そ
の

研
究
は多
く
の点
で
論
点
は
対
立
し
て

い
た
が
、
近代
日
本
を
し
め
つ
け
て
い

た
絶対
主喚
的
天
皇
制
への
か
き
り
な

い
憎
し
み
を
背
骨
とし
て
い
た
点
で
共

通
し
て
い
た
と
い
えよ
う
.
そ
こ
で
は

明
治
継
新
の
煎昧
を
追
求
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
近代
日
本
の
く
ら
さ
と
あ
か

る
さ
を
、
ま
た
天童
制
の
強
さ
と
弱
さ

一を
あ
き
ら
か
に
しよ
うと
し
て
い
た
.

"根
源
と
連
続
性

"の
究
明

社
会
・経
済
的
背
景

の
皮
相
的
分
析

島
崎

瞬
哉薯

ド
イ
ツ
労
働
還
動
史

ー
根
源
と
運続
性
の
研
究
ー

ド
イ
ツ
で
産
業革
命
が
開
始
さ
れ
て

閻
も
な
い
一八四
四
年
に
、
当
時
ド
イ

ツ
に
お
け
る
負
本
主義
的
発
展
の
中
心

地
の
一つ
シ
ュレ
ー
ジ
ェン
で
織
布
工

の
一大
蜂
起
が
勃発
し
た
.
そ
れ
は
六

・飯

.
沼

、

〕そ
ぼ
く
の
憧
憬

る男
だと
自
負
し
て
い
る
点
で
あ
る
.各
目
だ
け
で
も
鰻
商
学
府
に

学ぱ
な
い
で
は
自
尊
心し
申
訳
な
い
.
これ
だ
け
意
旭
き
た
な
い
根

判
を持
コ

る
奴
は
一農
は
大
窃
の門
を
く
ぐら
な
け
れ
ば
救
わ

れ
ま
い.

一般
の既
戒
遵
偲
を
認
め
ず
、
鼻
つ
まみ
に
な
る
こ
と
を
臼
々
心

が
け
てい
る払
に
と
って
は
、
学
生
生
活は
前
述
の
蚊
の
ρ
家
の
よ

う
な
も
ので
あ
る
.
が
特
に
私
の
憧
憬は
「四
年
聞
の
管
円
」に
あ

月
四日
か
ら六
日
ま
で
つづ
き
、
つ
い

に
四
門
の大
砲
を
も
つ四
個
中
隊
の
軍

隊
に
よ
っ
て鎖
庇
さ
れ
た
。
マ
ル
ク
ス

は
直
ち
に
そ
の意
義
を
「ド
イ
ツ
労
働

違
動
の
発端
」
と
し
て
高
く
剰
価
し
、

エ
ンゲ
ル
スは
翌
年
そ
の
祉
会
的
影

響
を
「遷
動
は
い
ま
や・ほ
ぼ
全
国
に
あ

ま
ね
く
、静
か
に
し
か
し
纏
実
に
進
ん

で
い
る
」と
強
く
指
樋
し
た
.
後
年
、

る
.
何
か
一つ
の
問
題
を
通じ
て
、徹
底
的
に
自
己
を
ダ
ラ
ク
さ
せ

ん
だ
ぞ
、と
い
う
膿
った
優
越
感
の
た
め他
人
の
意
見
に
一々
地
っ

る
こ
と
、
こ
れ
が
学
生
だ
け
の
も
つ真
実
唯
一の
持
椙
で
は
な
か
ろ

て
「し
か
し
だ
ね
え
」
と
自
分
に
も
よく
わ
から
な
い
ほ
ど
む
つ
か

う
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
.
こ
の
ダ
ラク
を捨
て
去
った
掌
生
は
世
評

し
い語
を
、さ
も
深
遠
な
意
昧
で
も
あ
りモ
う
な
気
分
で
無
慧
昧
に

で
い
く
ら
お
ほ
め
に
あ
ず
か
ろ
う
と
も
、
私は
大
馬
鹿
者
の
名
を
与

吐
き
散ら
す
.

えよ
う
.
最
近
で
は
こ
の
優
等
生
(?
)
が持
に
多
く
な
うた
.

私
は
彼等
ス
マー
ト
な
諸
兄
姉
に
、
π
を
かし
て
く
れ
な
い
こ
と

社
会
全
仏
が
そ
う
な
の
だ
が
、
」着
に
は
折
目
が
き
ち
ん
と
入
っ
は
十
分
承知
の
上
で
、
た
た
き
つ
け
よ
う
。
1
ゆり
か
ご
か
ら
墓
場

ま
で
既
製
人形
の
よ
う
な
生
活
は
や
め
ち
ま
え/

機
械文
明
に
破
壊
さ
れ
っ
っ
あ
る
人
聞
性は
あ
く
ま
で
も
順
周
で

わ
か
ら
ず
屋に
よ
って
の
み
保
ち
得
る
の
であ
る。
決
し
て
N
H
K

的
な
事
な
か
れ主
義
や
、
一文
の
価
値
も
な
い親
切
運
勤
に
よ
る
も

涌

島

文

雄

.
。
.

の
で
は
な
い
・減
少
し
つ
つ
あ
る
劣
塗

が
籍
の
望

と
な
り
下

含川

て
い
ても
、下
看
は
尉月
も
取
代
え
な
い
よ
う
な
人物
が
余
り
に
も

って
、
誰
が
何
と
召お
つと
も
、
火
笛
で
「お
か・59」
を
ざ
く
ざ
く

多
遺
ぎ
る.
本
と
ノ
コ
ト
を
見
せ
び
ら
か
せ
る
如く
に
包
み
も
し
な

と
U
中
に
か
き込
み
、
精
力
剛
に
サ
活
で
き
る
よう
に
な
れ
ば
辛
い

い
で
小
脇に
抱
え
て
い
さ
え
す
れ
ば
ガ
ク
モ
ン
を
し
て
いる
よ
う
な

で
あ
る
.

°.

錨
免
を持
つら
し
い
。
陳
腐
な
常
識
を
ひ
っ
さ
げ
て
、中
世
的
良
心

日
々
存
在
を
のろ
い
、
世
界
を
の
ろ
い
、
人間
す
べ
て
を
の
ろ
い

。

導
び
に
正義
感
を
横
行
さ
せ
、
礼
儀
は
正
し
く
、身
だ
し
な
み
は
整

つ
づ
げ
る
こ
と
によ
って
受
験
勉
強
の
工
不
ルギ
ー
を
わ
ず
か
に
補

　

え
て
、所
謂
学牛
ら
し
さ
を
自
他
共
に
認
め
る
憲識
な
き
知
織
階

給
し
て
い
る
私
の大
学
への
道
。

川

級
と
で
も
い
えぱ
適
当
か
と
思
わ
れ
る
.
俺
は
何
でも
知
って
い
る

(鳥取
東
喬
校
出
身
)

一_ρ4騒巴

郎
●'

O

ハ
ウ
プ
ト
マ
ンが
「織
工
」
に
よ
って

そ
の
蜂
起
の
状況
を
生
々
と
舞
台
上
に

再
現し
た
こ
とは
わ
れ
わ
れ
の
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な蝿
起
が
ど
の
よ
う
な
経

過
の
婦
結
とし
て
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
時
代的
背
景
の
下
に
お
こ
な
わ
れ
た

か
.
それ
を鰻
近
の
研
究
成
果
に
基
づ

き
締
密
に
雌究
さ
れ
た
も
の
が
本
畜
で

あ
る
.
響者
自
身
、
本
欝
を
三
つ
の
部

分
に
わ
か
つ.
す
な
わ
ち
ま
ず
第
一の

部
分
で
は
、
一九
嵐
紀
前
半
に
お
け
る

ド
イ
ツ
資
本
主義
の
発
展
と
、
そ
れ
に

と
も
な
う
労働
者
の
状
態
が
克
明
に
分

析
さ
れ
る
.当
時
の
ド
イ
ツ
の
労
働
者

は
、
ド
イツ
の労
働
力
形
成
が
イ
ギ
リ

ス
な
ど
と
比
収し
て
一九
世
紀
後
半
に

い
た
っ
て
も
なお
大
量
の
「工
渠
的
農

民
」
の
存
在に
よ
って
特
徴
づ
け
ら
れ

る
よ
う
な
特有
の過
程
を
辿
った
こ
と

に
対
沁
し
て
、
「ド
イ
ツ
的
な
過
渡
期

の
労
働
者
性格
」を
帯
び
て
い
た
.
そ

れ
は
、
プ
ロ
レ
タリ
ア
化
さ
れ
た
手
工

巣
者
と
本
格
的
な賀
銀
労
働
者
と
の
あ

い
だ
の
限
界
そ
のも
のが
、
は
っき
り

し
て
い
な
か
った
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
な
お
古
いツ
ンフ
ト
の
殻
か
ら
、

す
な
わ
ち
強
権的
・身
分
的
な
労
働
関

係
の
文
配
か
ら
脱し
き
って
い
な
か
っ

た
と
いう
こ
と
で
あ
る
.
こ
の
こ
と

は
、
「当
前
の
労
働
者
慰
識
、
さ
らに

は労
働
遍
動
を
験
討
し
て
ゆ
く
う
え
で

重
更
な
憲
義
を
も
つ
.
」

次
いで
、
本
轡
の
第
二
の
部
分
では

後
代
に
開
花
し
た
労
働
組
合
薗
動
の
先

行線
織
が
探
求
さ
れ
、
最
後
に
第
三
の

叡卿
で
は
、当
時
に
お
け
る
労
働
者
の

初
期
的
な
政
治
活
吻
が
追
究
さ
れ
て
い

る
.そ
のさ
い
、主
導
的
な
役
割
を
果

し
たも
のは
プ
ロレ
タ
リ
ア
化
し
た
職

人
層
であ
り
、ド
イ
ツ
の
国
内
・国
外

(主
と
し
てフ
ラ
ン
ス
、・ス
イ
ス
)
に

散
開
し
た彼
ら
が
、相
呼
応
し
、
曲
折

を
凱
ね
な
がら
、
「正
義
者
同
盟
」
の

結
成
に
ま
で
そ
の
エ
ネル
ギ
、
を
凝
縮

し
て
い
う
た
経
過が
辿
ら
れ
て
い
る
.

(こ
こ
で
、
本
来な
ら
は
、
「共
産
王

義
者
同
盟
」
の成
立
と
「共
産
党
宣

雪
」
の
発刊
が諭
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
が
、董
窟は
そ
れ
を

「次
の
課
題
」と
し
て残
し
て
い
る
。)

こ
う
し
て
、
本
醤
は
、
「ド
イ
ツ
労

働
運
動
の
発
端
」
で
あ
る
シ
ュ
レー
ジ

ェン
の
織
布
工
蜂
起
を
も
っ
て
筆
がお

か
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
「副
題
」
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一九
世
紀
前半

期
と
本
格
的
な
ド
イ
ソ
労
働
運
動
と
の

あ
い
だ
の
「根
源
と
連
続
性
の
研
究
」

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「根
源
と
運
,麟性
」
を問

題
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
深く
、

一九
慣
紀
蔚
半
期
の
ド
イ
ツ
と
後
半
期

の
モ
れ
と
の
あ
い
だ
の
社
会
・経
済
的

な
断
絶
面
と
連
號
面
と
が
探
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
.
こ
の

点
に
つい
て
、
本
欝
の
分
析
は
、
な
お

度
相
に
と
ど
ま
,て
い
る
よ
う
に
、
私

には
思
わ
れ
る
.
た
と
え
ば
最
近
「史

一林
」
一九
六
三年
三
号
の
大
島
隠
雄
氏

の齢
文
「ド
イ
ツ
産
業
革
動
の
一側
面

ーザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
策
に
お
け
る
樵

械
制
大
工
集
化
過
程
1
」
に
お
い
て
分

}析
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
絶
対

主
嚢
の
「初
期
独
占
」
体
系
が
「塵
業

革
命
」
の過
羅
で
、
ど
の
よ
う
に
廃
棄

さ
れ継
承
さ
忙
た
か
と
い
う
経
済
上
の

間
題
、さ
ら
に
は
末
川
漕
、
獲
田
幸
男

氏
簿
によ
る
一逗
の
諭
文
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
、
本釆
的
に
封
蟷
的
権
力
で
あ

る
絶対
土政
が
み
ず
か
ら
の
掴
強
の
た

め
に
お
こな
った
「ブ
ル
ジ
ョア
化
」

政
策
が
、や
がて
み
ず
か
ら
の
企
図
に

反
し
て
市
民
革
命
(ド
イ
ツ
三
月
革

一命
)
を生
み
出
す
遁
梶
に
お
い
て
、
ド

イ
ツ
・ブ
ル
ジ
ョア
ジ
ー
の
巣
し
た
「

前
向き
」
と
「後
同き
」
の
役
割
と
い

う
政
治上
の間
題
触
.
こ
れ
ら
の
分
析

を
ま
っ
て
、初
め
て
ド
イ
ツ
労
働
劔
動

史
の
「根
源
と
連
続
性
」
の
問
題
は
貞

に
理解
さ
巾
る
こ
?
に
な
る
で
あ
ろ

う
.さ

ら
に
、
本
欝
に
お
い
て
は
、
し
ぱ

し
ばイ
ギ
リ
ス
と
の
対
比
が
な
さ
れ
て

い
るが
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
麿
薬

革命
期
に
な
お
大
量
の
コ⊥禦
的
農
民
」

の存
在
が露
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
シ

'レ
ー
ジ
ェン
の
場
合
と
ま
さ
に
岡
様

の

に
、工
場
制
の
進
行
は
旧
米
の
家
囚
工

業労
働
者
を
窮
乏
化
せ
し
め
、
つ
い
に

ラダ
イ
ト
の
蜂
起
を
み
る
に
い
た
る
の

であ
る
.
し
か
し
、
含
日、
イ
ギ
ジ
ス

史
の支
配
的
な
期
諭
に
お
い
て
、
ラ
タ

イ
ト
を
資
本
主
嚢
の
発
隈
に
た
い
し
て

「後
向
き
」
の
覇

衰
ぴ
ゆ
く
も
の゚

の鹸
後
の
あ
が
き
と
し
て
捉
え
、
近
代

的
な
労
働
遡
動
と
の
あ
い
だ
に
明
瞭
な

一線
を
園
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

る
に
、
シ
ュレ
ー
ジ
ェン
の
纈
布
工
蜂
゜

起
を
、
な
ぜ
「ド
イ
ツ
労
働
迦
動
の
発

端
」
と
し
て
把
握
す
る
の
か
.
こ
こ
に

こ
そ
、
ド
イ
ソ
労
働
遵
動
史
の
「根
源

と
連
続
性
」
の
問
題
が
横
わ
っ
て
い
る

ので
あ
ろ
つ.
し
か
し
、
私
に
は
、
本

膚
を
拝
見
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
燃

に
つい
て
も
、
な
お
先
分
な
理
解
を
え

ら
れ
な
か
った
.
今
後
の
御
研
究
に
期
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